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中沼了三肖像画（森山素光画　昭和20年頃　隠岐郷土館蔵）

中沼 了三 年譜

上：14世紀から明治２年まで、歴代天皇が儀
式、公務を執り行った京都御所。この中に学習院
が開設され、了三は御所内に参内していました。

中：『錦之御旗』（明治40年 東陽堂発行 隠岐
の島町図書館蔵）より、鳥羽伏見の戦いで、戦
況報告を受ける仁和寺宮。この絵の中段右から
（仁和寺宮、大久保利通、中沼了三）。

下：中沼了三の墓がある京都市内の安楽寺の
門。写真右側には「中沼葵園（了三）先生墓」
という石碑がたっています。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
面
で
も
文
化
面
で

も
決
し
て
遅
れ
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

中
沼
了
三
の
よ
う
な
、
都
で
天
皇
の
教

育
に
携
わ
る
程
の
有
名
人
を
出
し
て
お

り
、
ま
た
、
北
前
船
の
寄
港
地
に
な
っ
て

い
る
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、 

島
内
は
経
済

的
な
賑
わ
い
も
見
ら
れ
、
庄
屋
、
神
職
な

ど
、
知
的
関
心
の
強
い
人
々
も
多
く
い
た

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
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十津川村

　

中
沼
了
三
は
、
孝
明
天
皇
の
命
を
受
け

て
、
古
来
よ
り
皇
室
に
対
す
る
忠
誠
心
の

高
い
、
大
和
国
十
津
川
郷
（
現
奈
良
県
十

津
川
村
）
に
学
問
所
「
文
武
館
」
を
創
立

す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
基
礎
を
築
き
ま
し

た
。
十
津
川
の
人
た
ち
は
、
了
三
の
指
導

を
受
け
た
の
ち
、
御
所
の
警
護
を
受
け
持

ち
ま
し
た
。
「
文
武
館
」
は
、
そ
の
後
変

遷
を
経
て
現
在
、
十
津
川
高
校
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
隠
岐
騒
動
の
き
っ
か
け
の
一

つ
が
「
文
武
館
」
を
隠
岐
に
も
設
立
す

る
よ
う
、
島
民
が
嘆
願
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
松
江
藩
に
聞
き
入
れ
て
も
ら

え
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

　

こ
う
し
た
つ
な
が
り
か
ら
、
隠
岐
と

十
津
川
村
は
、
お
互
い
の
地
を
訪
問
し

合
っ
た
り
、
京
都
に
あ
る
了
三
の
お
墓

参
り
や
墓
掃
除
を
一
緒
に
し
た
り
す
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
交
流
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
十
津
川
高
校
で
は
、
平
成
17

年
か
ら
隠
岐
へ
の
修
学
旅
行
を
続
け
て

お
り
、
学
校
創
設
者
で
あ
る
了
三
ゆ
か

り
の
地
を
訪
れ
、
歴
史
や
文
化
を
学
ん

で
い
ま
す
。

　

十
津
川
村
の
方
た
ち
は
、
了
三
の
こ
と
を
大

変
尊
敬
し
て
お
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
隠
岐
で

は
郷
土
史
に
興
味
の
あ
る
人
以
外
で
、
了
三
の

こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
は
多
く
な
い
。
隠
岐
の

人
に
も
、
了
三
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
、
と
い
う
思
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

隠
岐
で
は
、
了
三
に
影
響
を
受
け
た
人
た
ち

が
、
ふ
る
さ
と
の
た
め
に
立
ち
上
が
り
、
隠
岐

騒
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。

　

当
時
、
国
の
行
く
末
を
憂
い
立
ち
上
が
っ
た

人
た
ち
の
よ
う
に
、
今
の
隠
岐
も
が
が
ん
ば
ら

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

来
年
、
隠
岐
騒
動
か
ら
１
５
０
年
と
な
る
節

目
の
年
に
向
け
て
、
当
時
の
島
民
の
精
神
的
支

柱
で
あ
っ
た
了
三
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
隠
岐
の
子
ど
も
た
ち
に
も
、
簡
単

に
読
め
る
マ
ン
ガ
な
ど
を
発
行
す
る
予
定
で

す
。

　

隠
岐
の
歴
史
に
関
わ
っ
た
人
を
知
る
こ
と

も
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
上
で
重
要

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
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布
施
地
区
で
は
、
本
年
度
「
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
」
の
助
成
を
受
け
て

地
域
防
災
資
機
材
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

同
地
区
で
は
、
平
成
26
年
６
月
に
自
主

防
災
組
織
を
設
立
し
、
昨
年
よ
り
防
災
意

識
向
上
の
た
め
、
防
災
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

2
月
26
日
に
行
わ
れ
た
防
災
訓
練
で

は
、
洪
水
発
生
に
よ
る
避
難
勧
告
を
想
定

し
た
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
心
肺
蘇
生
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
正
し
い
使
い
方
な
ど
を
学

び
、
防
災
へ
の
意
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

購
入
し
た
品
目
一
覧

　
●  

担
架
２
台

　
●  

折
り
た
た
み
式
リ
ヤ
カ
ー
２
台

　
●  

応
急
セ
ッ
ト
３
セ
ッ
ト

　
●  

工
具
セ
ッ
ト
３
セ
ッ
ト

　
●  

車
椅
子
３
台

　
●  

血
圧
計
３
台

　
●  

寝
袋
40
個

　
●  

扇
風
機
４
台

　
●  

毛
布
16
セ
ッ
ト

　
●  

防
寒
シ
ー
ト
40
枚

　
●  

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
８
枚

　
●  

マ
ッ
ト
40
枚

　
●  
食
器
１
０
０
人
用
３
セ
ッ
ト

　
●  
ウ
ォ
ー
タ
ー
タ
ン
ク
12
個

　
●  

石
油
ス
ト
ー
ブ
２
台

　
●  

レ
ス
キ
ュ
ー
セ
ッ
ト
３
セ
ッ
ト

　
●  

Ｌ
Ｅ
Ｄ
投
光
器
６
台

　
●  

コ
ー
ド
リ
ー
ル
９
個

　
●  

充
電
式
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
タ
ン
９
個

　
●  

充
電
式
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
９
個

　
●  

Ｏ
Ａ
タ
ッ
プ
12
個

　
●  

収
納
ケ
ー
ス
27
個

　

本
町
を
代
表
す
る
観
光
事
業
と
し
て
人

気
の
「
ロ
ー
ソ
ク
島
遊
覧
船
」
の
待
合
所

が
、
こ
の
た
び
福
浦
港
内
に
完
成
し
ま
し

た
。

　

４
月
か
ら
運
営
を
開
始
し
、
快
適
に
遊

覧
船
を
お
待
ち
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

施
設
の
概
要

●
所
在
地

　

隠
岐
の
島
町
北
方
（
福
浦
港
）

●
運
営
期
間

　

４
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で

●
運
営
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
日
没
ま
で

●
施
設
規
模
な
ど

　

床
面
積
96
㎡
（
37
名
収
容
）

　

ト
イ
レ
（
多
機
能
ト
イ
レ
有
）

　

駐
車
場

　

町
の
情
報
公
開
条
例
及
び
個
人
情
報
保

護
条
例
に
基
づ
く
制
度
の
運
用
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
情
報
公
開
の
運
用
状
況
（
隠
岐
の
島
町

情
報
公
開
条
例
第
22
条
）

●
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況
（
隠

岐
の
島
町
個
人
情
報
保
護
条
例
第
33
条
）

　

平
成
26
年
度
〜
28
年
度
の
開
示
請
求

は
、
０
件
で
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
課
健
康
係

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
2-

8
5
6
2

■
「
が
ん
」
は
身
近
な
病
気
で
す

　

現
在
日
本
で
は
、
２
人
に
１
人
が
「
が

ん
」
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
が
ん
は
、
大

変
身
近
な
病
気
の
１
つ
で
す
。

■ 

働
き
盛
り
の
方
々
の
が
ん
死
亡
率
が

高
い
隠
岐
の
島
町

　

隠
岐
の
島
町
で
は
、
島
根
県
と
比
べ
全

体
に
が
ん
死
亡
率
が
高
く
、
特
に
男
性
の

肺
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
が
、
全
国
や
島
根

県
と
比
べ
て
も
非
常
に
高
い
状
況
で
す
。

■ 

早
期
発
見
に
は
「
無
症
状
の
時
の
が

ん
検
診
の
受
診
」
を
、
早
期
治
療
に
は

「
精
密
検
査
の
確
実
な
受
診
」
を

　

が
ん
検
診
の
機
会
は
、

①
町
が
実
施
す
る
検
診

②
職
場
健
診
の
中
で
の
検
診

③
人
間
ド
ッ
ク
で
の
検
診

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
一
番
受
け
や
す
い
機

会
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

■ 

胃
が
ん
検
診
で
の
体
験
談

　

今
回
、
町
内
在
住
の
方
に
、
が
ん
検
診

に
関
す
る
体
験
談
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

■ 
町
の
が
ん
検
診
以
外
で
、
検
診
や
検
査

を
受
け
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ま
へ

　

町
で
は
、
町
が
実
施
す
る
が
ん
検
診
以

外
で
の
、
検
診
や
検
査
を
受
け
た
方
の
情

報
を
集
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
が
ん
検

診
の
個
別
受
診
勧
奨
に
活
用
す
る
た
め
で

す
。

●
職
場
健
診
の
中
で
が
ん
検
診
を
受
診

●
人
間
ド
ッ
ク
で
が
ん
検
診
を
受
診

●
医
療
機
関
で
が
ん
検
診
相
当
の
検
査
を

受
診

　

右
記
に
該
当
す
る
方
は
、
受
診
さ
れ
た

こ
と
を
役
場
保
健
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
お
勤
め
の
方
は
、
検
診
実

施
機
関
を
通
し
て
情
報
の
提
供
を
お
願
い

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※

提
供
さ
れ
た
情
報
は
、
適
切
に
管
理

し
、
目
的
外
使
用
は
し
ま
せ
ん
。

※

が
ん
検
診
の
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
ま
た
は
来
月
に
郵
送
さ
れ
る
が

ん
検
診
の
お
知
ら
せ
及
び
通
知
書
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

無
症
状
の
間
に
検
診
を
受
け
る
こ
と
で

早
期
に
発
見
し
、
精
密
検
査
の
確
実
な
受

診
で
早
期
治
療
に
つ
な
が
れ
ば
、
身
体

的
、
精
神
的
、
経
済
的
な
負
担
が
少
な
く

済
み
ま
す
。

■ 

な
ぜ
定
期
的
な
検
診
が
必
要
な
の
か
？

　

1
個
の
が
ん
細
胞
は
、
10
年
か
ら
15
年

か
け
て
1
㎝
程
度
に
な
り
ま
す
が
、
1
㎝

の
が
ん
が
2
㎝
に
な
る
に
は
、
1
年
半
か

ら
２
年
程
度
し
か
か
か
り
ま
せ
ん
。
早
期

が
ん
は
1
〜
2
㎝
の
間
の
た
め
、
こ
の
間

に
発
見
す
る
に
は
、
定
期
的
に
検
診
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
「
い
つ
か
」
で
は
な
く
、「
今
年
こ
そ
」

受
診
し
ま
し
ょ
う

　

が
ん
は
、
そ
の
部
位
に
も
よ
り
ま
す
が
、

早
期
に
発
見
す
れ
ば
、
治
る
可
能
性
が
高

い
病
気
で
す
。

　
「
い
つ
か
」
で
は
な
く
、
症
状
が
な
い

方
こ
そ
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
!

Part
63
Part
63

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場
危
機
管
理
室
消
防
防
災
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

電
話
2-

２
１
１
１

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場
観
光
課
観
光
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

 　
　

電
話
２-
８
５
７
５

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場
総
務
課
広
報
広
聴
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
２-

８
５
７
２

ロ
ー
ソ
ク
島
遊
覧
船
待
合
所
の

開開開
設設設
ににに
つつつ
いいい
ててて

ロ
ー
ソ
ク
島
遊
覧
船
待
合
所
の

開
設
に
つ
い
て

宝
く
じ
助
成
事
業
で
防
災
資
機

材材材
ををを
購購購
入入入

宝
く
じ
助
成
事
業
で
防
災
資
機

材
を
購
入

情
報
公
開
及
び
個
人
情
報
保
護

制制制
度度度
ののの
運運運
用用用
状状状
況況況
ににに
つつつ
いいい
ててて

情
報
公
開
及
び
個
人
情
報
保
護

制
度
の
運
用
状
況
に
つ
い
て※平成28年度は、2月末までの集計。

（単位：件）

定
期
的
に
が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
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隠岐の島町図書館
電話08512-2-2341 Fax08512-2-9198
●開館時間10時～18時 ●休館日（月曜日・第3日曜日）
※祝日が月曜と重なった場合は開館し、翌平日は休館

子ども読書の日スペシャルの開催について

貸出バッグご返却のお願い

絵本の読み聞かせをやってみませんか

4月の休館日のお知らせ

蔵書点検結果報告

　

各
大
会
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
第
39
回
隠
岐
の
島
町
バ
ト
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会
（
10
月
23
日
）

・
１
部
男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

藤
原 

路
浩

・
１
部
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　
　

藤
原 

路
浩･

舟
木 

一
真
ペ
ア

・
２
部
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　
　

平
野 

真
太
郎･

吉
川 

眞
澄
ペ
ア

・
１
部
女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

香
川 

亜
耶

・
１
部
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　
　

柿
田 

優
希･

八
幡 

春
陽
ペ
ア

・
２
部
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　
　

田
中 

美
穂･

田
中 

真
杏
ペ
ア

■
第
58
回
全
隠
岐
剣
道
選
手
権
大
会

（
10
月
23
日
）

【
個
人
戦
】

・
小
学
生
低
学
年
の
部

　
　
　

新
谷 

夏
子

・
小
学
生
中
学
年
の
部

　
　
　

安
部 

莉
生

・
小
学
生
高
学
年
男
子
の
部

　
　
　

原　

蓮
馬

・
小
学
生
女
子
の
部

　
　
　

新
谷 

美
空

・
中
学
生
の
部

　
　
　

堤　

悠
介

【
団
体
戦
】

・
小
学
生
の
部　
　

東
郷
Ｂ

・
中
学
生
の
部　
　

西
郷
中
Ａ

・
一
般
の
部　
　
　

Ｓ
５
３
Ｓ

■
第
39
回
隠
岐
の
島
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
選
手
権
大
会
（
１
月
29
日
）

・
男
子
の
部

　
　
　
　

城
北
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

■
第
40
回
隠
岐
の
島
町
卓
球
選
手
権
大

会
（
２
月
12
日
）

【
個
人
戦
】

・
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　
　

山
木　

貢･

柊　

隆
一
ペ
ア

・
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　
　

八
幡 

義
範

・
男
子
シ
ニ
ア
シ
ン
グ
ル
ス

　
　
　

亀
井　

操

・
男
子
マ
ス
タ
ー
シ
ン
グ
ル
ス

　
　
　

山
根 

豊
伸

・
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　
　

池
田 

由
貴
江･

宮
西 

幹
子
ペ
ア

・
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　
　

濱
中 

香
織

【
団
体
戦
】

・
男
子
の
部

　
　
　
　

西
郷
Ａ

・
女
子
の
部

　
　
　
　

西
郷
Ｃ

　

平
成
28
年
度
の
隠
岐
の
島
町
体
育
協

会
主
催
大
会
は
、
無
事
全
て
終
了
し
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ
ま
、
大

会
運
営
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 竹島・北方領土問題中学生作文コンクール表彰式での記念撮影（写

真中央、溝口県知事から向かって左隣が赤田さん。赤田さんの後ろ
が西郷中学校の常角敏校長）

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
事
務
局　
　

　
　
　

電
話
2-
2
2
0
6
（
代
表
）

　

第
７
回
「
竹
島
・
北
方
領
土
問
題
を
考

え
る
」
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

が
、
１
月
27
日
に
島
根
県
庁
知
事
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
島

根
県
の
中
学
生
が
竹
島
や
北
方
四
島
の
歴

史
と
現
実
に
関
心
を
持
ち
、
そ
こ
に
存
在

す
る
領
土
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、
解
決

し
て
い
こ
う
と
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
県
内
中
学
校
21
校
よ
り

１
，
１
４
１
点
の
応
募
が
あ
り
、
本
町
か

ら
は
６
名
の
作
品
と
、
中
学
校
１
校
が
次

の
と
お
り
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

※

「　

」
内
は
題
名

●
島
根
県
知
事
賞

　

赤
田 

遥
さ
ん
（
西
郷
中
・
３
年
）

　
「
私
た
ち
若
い
世
代
が
す
べ
き
こ
と
」

●
県
民
会
議
会
長
賞

　

谷
本 

誓
さ
ん
（
西
郷
中
・
３
年
）

　
「
私
た
ち
の
未
来
と
竹
島
」

●
隠
岐
の
島
町
長
賞

　

中
村 

優
葉
さ
ん
（
西
郷
中
・
２
年
）

　
「
心
を
ひ
と
つ
に
」

●
入
選

　

永
島 

ゆ
ず
野
さ
ん
（
西
郷
中
・
３
年
）

「
領
土
問
題
解
決
に
向
け
て
今
で
き
る

こ
と
」

　　

石
田 

マ
リ
ア
さ
ん（
西
郷
南
中
・３
年
）

　
「
領
土
問
題
解
決
へ
の
第
一
歩
」

　　

高
梨 

美
羽
さ
ん
（
都
万
中
・
３
年
）

　
「
竹
島
問
題
解
決
を
目
指
し
て
」

●
学
校
賞

　

隠
岐
の
島
町
立
西
郷
中
学
校

第
７
回
「
竹
島
・
北
方
領
土
問
題
を

考
え
る
」
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

12
月
17
日
、
役
場
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
、
町
内
小
中
学
校
や
高
等
学
校
の
先
生

方
が
、
「
学
び
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
」
に
つ
い
て
考
え
る
研
修
会
を
行
い
ま

し
た
。
「
学
び
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
」
と
は
、
子
ど
も
の
能
力
・
障
が
い
な

ど
を
問
わ
ず
に
、
誰
も
が
楽
し
く
参
加
で

き
る
授
業
の
設
計
（
デ
ザ
イ
ン
）
を
意
味

し
ま
す
。

　

当
日
は
、
64
名
の
先
生
方
が
参
加
し
、

約
三
時
間
に
わ
た
る
講
義
を
受
け
ま
し

た
。
講
師
に
、
プ
ー
ル
学
院
大
学
の
松
久

眞
実
先
生
を
お
招
き
し
、
「
最
後
ま
で
子

ど
も
を
引
き
つ
け
る
授
業
づ
く
り
」
を
テ

ー
マ
に
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
松
久
先
生

は
、
小
学
校
教
諭
や
堺
市
の
指
導
主
事
の

経
験
も
あ
り
、
現
場
の
こ
と
を
よ
く
分
か

っ
て
お
ら
れ
る
先
生
で
す
。
「
研
究
授
業

は
フ
ラ
ン
ス
料
理
。
大
事
な
の
は
、
普
段

の
授
業
で
あ
る
家
庭
料
理
。
手
間
暇
か
け

ず
小
さ
な
労
力
で
大
き
な
効
果
を
め
ざ
す

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
。
」
と
い
う

言
葉
は
、
多
忙
な
毎
日
を
過
ご
す
先
生
方

に
と
っ
て
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
を
通
し
て
多
く
の
学
び
が

あ
り
、
教
職
員
と
し
て
の
更
な
る
研
鑽
を

意
気
込
む
声
や
、
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
に

取
り
入
れ
た
い
と
い
っ
た
意
見
が
多
く
聞

か
れ
、
充
実
し
た
研
修
会
と
な
り
ま
し

た
。 学

力
向
上
対
策
事
業

〜
学
び
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
研
修
会
〜

　

教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
に
残
る
民
具

や
古
文
書
な
ど
の
情
報
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
暮
ら
し
の
変
化
で
使
わ
れ
な
く
な
っ

た
昔
の
道
具
な
ど
は
、
過
去
の
町
の
様
子

を
伝
え
る
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

　

引
っ
越
し
や
家
の
建
て
替
え
、
蔵
の
解

体
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
文
化
財
が
失

わ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
町
民
の
皆
さ

ま
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ご
自
宅
や
地
域
で
の
文
化
財
の
保
管
に

つ
い
て
の
ご
相
談
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の

で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
次
の
よ
う
な
資
料
を
探
し
て
い
ま
す
】

○
昔
の
暮
ら
し
に
関
す
る
も
の
（
衣
・

食
・
住
、
仕
事
、
農
耕
・
漁
労
・
畜
産
用

具
、
遊
び
、
祭
な
ど
）

○
古
い
帳
面
、
書
状
な
ど
家
や
地
域
、
神

社
・
寺
な
ど
で
引
き
継
い
で
い
る
書
類

○
襖
・
壁
・
屏
風
な
ど
の
下
張
り
に
使
わ

れ
て
い
た
文
書
類

○
昔
の
街
並
み
や
暮
ら
し
を
記
録
し
た
写

真
や
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
な
ど

文
化
財
情
報
を
募
集
し
ま
す
！
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医療の現状について話す澤先生

客神さまが祀られている、境内の南東にある丘の上で
の祭典

町民の皆さんから募集したリユース（不要な物をすてる
のではなく再利用する）商品の販売

カラスとネズミの絵が描かれた的めがけて矢を射る
射的の神事 会のおわりには、皆さんからの寄せ書きを渡しました。

水仙の切り花の配布

演奏会を締めくくる、出演者全員による合同演奏

せん定した木の枝や流木を利用したスコップづくり体験

ゆっくりと体を動かす太極拳も健脚維持に効果的です。

低学年の部の試合 高学年の部の試合

2/5

気
持
ち
の
こ
も
っ
た
熱
演

第
26
回
ブ
ラ
ス
の
響
き

2/12

一
足
早
い
春
の
訪
れ

油
井
す
い
せ
ん
祭
り

　

島
根
県
吹
奏
楽
連
盟
隠
岐
支
部
主
催
の
吹
奏
楽
コ
ン

サ
ー
ト
「
第
26
回
ブ
ラ
ス
の
響
き
」
が
、
隠
岐
島
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
西
郷
中
学
校
と
隠
岐
高
校

の
吹
奏
楽
部
、
社
会
人
有
志
に
よ
る
「
隠
岐
の
吹
奏
楽

の
仲
間
た
ち
」
が
、
全
10
曲
の
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。

　

演
奏
の
合
間
に
は
、
楽
器
の
音
色
当
て
ク
イ
ズ
や
、

隠
岐
で
は
な
じ
み
の
な
い
打
楽
器
「
カ
ホ
ン
」
の
紹
介

な
ど
演
出
も
あ
り
、
観
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

2/11

隠
岐
で
考
え
た
こ
と

隠
岐
ア
ゴ
ラ
特
別
講
演
会

　

古
代
ギ
リ
シ
ャ
で
は
、
「
ア
ゴ
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
市
民
が
討
論
を
す
る

広
場
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
「
ア
ゴ
ラ
」
の
よ
う
に
、
自
分
た
ち
が
気
に

入
っ
た
本
を
紹
介
し
あ
い
討
論
す
る
集
会
「
隠
岐
ア
ゴ
ラ
」
が
、
隠
岐
の

島
町
図
書
館
で
毎
月
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
隠
岐
ア
ゴ
ラ
」
の
代
表
で
あ
り
、
隠
岐
病
院
医
師
で
も
あ
る
澤
敏
治

先
生
が
、
病
院
を
退
任
さ
れ
隠
岐
を
離
れ
る
に
あ
た
り
、
隠
岐
に
来
て
考

え
た
こ
と
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
く
講
演
会

が
、
隠
岐
の
島
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

澤
先
生
は
、
「
知
識
を
広
め
、
豊
か
な
比
喩
を

使
う
こ
と
で
、
新
た
な
発
想
が
生
ま
れ
る
。
日
ご

ろ
の
会
話
の
中
で
比
喩
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
」
と

話
し
ま
し
た
。
講
演
会
に
は
、
約
２
０
０
名
の
方

が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

油
井
す
い
せ
ん
祭
り
が
、
油
井
の
池

園
地
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

カ
ニ
汁
の
無
料
配
布
や
地
区
名
産
の

は
っ
さ
く
の
販
売
、
自
然
観
察
会
な
ど

が
行
わ
れ
、
会
場
は
大
勢
の
来
場
者
の

み
な
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

2/22

健
脚
で
健
康
長
寿

介
護
予
防
講
演
会

　

介
護
予
防
講
演
会
「
皆
で
目
指
そ
う
！
毎

日
出
か
け
隊
」
が
、
隠
岐
の
島
町
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
の

「
身
体
教
育
医
学
研
究
所
う
ん
な
ん
」
主
任

研
究
員
、
北
湯
口
純
さ
ん
は
、
高
齢
期
の
虚

弱
は
足
の
痛
み
や
も
つ
れ
な
ど
、
足
に
関
す

る
症
状
か
ら
現
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
一
日

10
分
、
体
を
動
か
す
時
間
を
増
や
す
こ
と
を

勧
め
ま
し
た
。

　

約
20
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
実
技
で
体
を

動
か
し
な
が
ら
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
講
演
会
と

な
り
ま
し
た
。

2/25

礼
儀
、
剣
術
、
闘
志
を
磨
く

ち
び
っ
こ
チ
ャ
ン
バ
ラ
大
会

　

昔
、
子
ど
も
た
ち
が

夢
中
に
な
っ
た
チ
ャ
ン

バ
ラ
遊
び
に
ル
ー
ル
を

設
け
た
「
ス
ポ
ー
ツ
チ

ャ
ン
バ
ラ
」
の
大
会

が
、
隠
岐
の
島
町
総
合

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
し
た
町
内

の
小
学
生
34
名
の
剣
士

た
ち
は
、
痛
み
に
耐
え

な
が
ら
正
々
堂
々
と
戦

い
ま
し
た
。

2/12

楽
し
く
環
境
問
題
に
取
り
組
む

エ
コ
フ
ェ
ス
タ

　

隠
岐
の
島
町
ま
ち
づ
く
り
運
動
協
議
会
な
ど
に
よ
る
、
環
境
保
全
を

テ
ー
マ
に
し
た
「
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
」
が
、
隠
岐
島
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
環
境
問
題
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
や
地
元
産
物
の
即
売

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

2/12

弓
引
き
で
喝
采

山
田
客
祭
風
流

　

町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
山

田
客
祭
風
流
が
、
山
田
神
社
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
客
祭
と
は
、
神
社

の
在
来
の
神
さ
ま
に
対
す
る
、
客

分
の
神
さ
ま
を
祭
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。

　

今
年
は
、
前
日
ま
で
の
大
雪
に

よ
り
、
積
雪
の
中
で
の
神
事
と
な

り
ま
し
た
。

　

神
社
総
代
な
ど
関
係
者
の
皆
さ

ん
は
、
寒
さ
に
身
を
震
わ
せ
な
が

ら
、
五
穀
豊
穣
を
願
い
ま
し
た
。
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戸
籍
コ
ー
ナ
ー

野
津  

す
ず

池
本  

陵
馬

前
田  

心
春　

木
下  

六
花

藤
岡  

煌
大

石
橋  

風
雅

加
茂

栄
町

小
路

西
町

平東
郷

野
津  

健
司

池
本  

拓
生

前
田  
玲

木
下  
隼
人

藤
岡  

真
博

石
橋  

知
典

（
氏 

名
）

（
地
区
）
（
保
護
者
）

ご
誕
生り

ょ
う
ま

こ
は
る

ふ
う 

が

り
っ
か

こ
う
た

お
く
や
み

山
口  

賀
久

佐
々
木  

幸
雄

是
津  

輝
和

藤
田  

百
代

角
橋  

義
明

中
林  

弘

布
施

那
久

苗
代
田

犬
来

西
町

西
町

82
歳

91
歳

71
歳

79
歳

71
歳

87
歳

（
氏 

名
）

（
地
区
）
（
年
齢
）

ご
結
婚

（
氏 

名
）

（
地
区
）

佐
渡  

弘
幸

宇
野  

綾
香

夫妻

大
久

郡

（
灘　

  

健
介

村
上  

明
子

夫妻

都
万

郡

（※

2
月
28
日
ま
で
の
受
付
分
（
敬
称
略
）

　

ま
ず
、
お
茶
と
自
然
素
材
の
手
作
り

お
菓
子
を
楽
し
み
な
が
ら
、
古
民
家
で

西
村
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

紙
芝
居
を
使
っ
た
西
村
の
見
ど
こ
ろ
、

花
や
見
ら
れ
る
野
鳥
な
ど
の
説
明
を
聞

い
て
、
こ
れ
か
ら
行
っ
て
み
た
い
と
こ

ろ
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
は
、
外
に
出
か
け
て
、
一
緒
に
西

村
の
見
ど
こ
ろ
を
回
り
ま
し
た
。
隠
岐

騒
動
や
、
西
村
港
の
船
小
屋
、
西
村
神

社
と
毎
年
そ
こ
で
行
わ
れ
る
神
楽
な
ど

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
西
村
地
区
は
、
緑
が
多
く
、
棚
田

が
続
い
て
い
て
、
雰
囲
気
が
素
敵
な
所

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
最
後
は
、
古
民
家

に
戻
り
、
陶
芸
体
験
を
し
ま
し
た
。
土

井
さ
ん
の
陶
芸
教
室
の
特
徴
は
、
地
域

の
植
物
の
葉
っ
ぱ
を
使
っ
て
、
お
皿
の

か
く
集
落
が
分
か
れ
て
い
て
、
各
地
域

の
成
り
立
ち
・
文
化
・
風
習
な
ど
が
大

き
く
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
集
落

ガ
イ
ド
は
、
そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る

方
な
の
で
そ
の
地
域
の
特
色
を
詳
し
く

紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
西
村
地
区
の
土
井
幸
子
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
土
井
さ
ん
は
、

以
前
か
ら
西
村
に
住
ん
で
い
て
、
過
去
に

は
民
宿
を
経
営
し
て
い
た
経
験
も
あ
る
方

で
す
。
そ
し
て
、
長
年
地
域
の
事
や
ジ
オ

パ
ー
ク
に
つ
い
て
、
訪
れ
た
方
に
説
明
が

で
き
る
よ
う
に
勉
強
さ
れ
て
い
ま
す
。
集

落
ガ
イ
ド
は
、
様
々
な
形
で
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
土
井
さ
ん
の
場
合
は
、
古
民

家
を
利
用
し
て
、
お
客
さ
ん
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
寒
さ
も
峠
を
越
え
て
春
に

向
か
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
私

た
ち
は
、
今
か
ら
春
が
待
ち
遠
し
く
、

春
に
ジ
オ
パ
ー
ク
を
体
験
で
き
る
面
白

い
こ
と
が
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
シ

ー
カ
ヤ
ッ
ク
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
、

選
択
肢
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
迷
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
今
回
は
、
そ
の
な
か
で

も
よ
り
詳
し
く
隠
岐
の
生
活
に
密
着
し

た
こ
と
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
、

「
集
落
ガ
イ
ド
」
を
体
験
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

集
落
ガ
イ
ド
と
は
、
自
分
の
住
ん
で

い
る
地
域
を
案
内
す
る
ガ
イ
ド
さ
ん
で

す
。
同
じ
隠
岐
の
島
町
の
中
で
も
、
細

形
と
模
様
を
作
る
こ
と
で
す
。
私
た
ち

は
、
ツ
ワ
ブ
キ
を
使
い
ま
し
た
。

　

数
時
間
で
し
た
が
、
温
か
い
お
も
て

な
し
を
感
じ
な
が
ら
西
村
の
色
々
な
話

を
聞
い
て
、
西
村
地
区
を
身
近
に
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち

は
、
今
後
も
隠
岐
で
様
々
な
ジ
オ
パ
ー

ク
を
体
験
で
き
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
！

　

一
緒
に
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
ま
せ

ん
か
？
ジ
オ
パ
ー
ク
の
こ
と
を
学
び
、

隠
岐
に
訪
れ
た
方
に
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
ガ
イ
ド
の
養
成
講

座
が
今
年
の
11
月
か
ら
来
年
の
２
月
ま

で
の
期
間
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

隠
岐
ジ
オ
パ
ー
ク
の
楽
し
み
方

　
　
　
　

〜
ジ
オ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
体
験
〜

写真で西村の様子を紹介してもらいます

西村神社で神社や神楽、祭りについての話を聞きました

陶芸体験の様子

今
回
は
、
西
村
地
区
の
集
落

ガ
イ
ド
体
験
の
様
子
を
お
伝

え
し
ま
す
。

ジ オ タ イ ム ス
第3回

中西 芙羽里ちゃん（栄町）

毎日、沢山の笑顔と元気を
ありがとう♥

ふ う り

2
歳

高梨 煌大くん（東郷）

ねぇねとにぃにと仲良く
のびのびと大きくなってね！

こうた

2
歳

りゅうのすけ

古島 琉之介くん（東町）

食欲旺盛で元気いっぱいの
琉之介★すくすく育ってね！

2
歳

さくたろう

冨松 朔太郎くん（栄町）

笑顔がかわいいさくちゃん
♡１歳おめでとう

1
歳

あいる

村上 愛琉ちゃん（下西）

元気で優しい女の子に
なれますように…♡

3
歳

多田納 ひかりちゃん（中町）

わが家のパワフル５番目
ちゃん♡３歳おめでとう！

3
歳

中村 悠花ちゃん（城北町）

みんなと仲良く遊んで
☆優しい子にな～れ☆

はるか

3
歳

ここな

田下 心花ちゃん（岬町）

笑顔いっぱいの心花♡
3歳おめでとう！

3
歳

いおり

熊田 唯織ちゃん（今津）

これからもいっぱい
おしゃべりしてね。

3
歳

ゆ ね

池田 結音ちゃん（那久）

元気いっぱいなゆね♡
３歳おめでとう♡

3
歳

かずま

田下 和篤くん（東郷）

３歳おめでとう！
優しいお兄ちゃん☆

3
歳

「広報隠岐の島」に、お子さんの写真を掲載しませんか？
スマートフォン・パソコンからもお手軽に応募できます。詳しくは、隠岐の島町ホーム
ページをご覧ください。

 4月4日
（火）締切

隠岐の島町
ホームページ
QRコード

■お問い合わせ先
　役場総務課広報広聴係 電話２-８５７２　　jouhou@town.okinoshima.shimane.jp

満1～3歳 お子さん

5月生まれの

募集しています！

4 月  生まれの
　  　おともだち
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広報「隠岐の島」に広告を掲載しませんか。
●配布世帯数約6,600世帯！
●掲載期間・掲載枠数に応じて各種割引あり
●詳しくは、隠岐の島町役場総務課広報広聴係
　までお問い合わせください。

電　話　2-8572
メール　jouhou@town.okinoshima.shimane.jp

広告募集中!広告募集中!

要予約・一日一組様限定（４名様以上）
お一人様 4,500 円～

 

 

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
「
隠
岐
の
島
」
平
成
29
年
３

月
号
13
ペ
ー
ジ
情
報
ア
ラ
カ
ル
ト
、

「
人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
及
び
感
謝

状
の
贈
呈
」
に
お
い
て
、
松
江
地
方

法
務
局
西
郷
支
局
の
電
話
番
号
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
左
記
の
と

お
り
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま

す
。

【
誤
】
電
話
２-

０
４
２
０

【
正
】
電
話
２-

０
２
４
０

様々な議論が交わされた「竹島問題を語る
国民交流会」（松江市「島根県民会館」）

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場
総
務
課
竹
島
対
策
室

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
2-

２
１
１
１

竹
島
に
関
す
る
政
府
要
望
活
動

 

１
月
30
日
、
竹
島
領
土
権
確
立
隠
岐

期
成
同
盟
会
に
よ
る
政
府
要
望
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
８
年
の
同
期
成
同
盟
会
結
成
以

来
、
毎
年
続
け
て
い
る
要
望
活
動
で
す

が
、
本
年
も
会
長
で
あ
る
池
田
町
長
が

外
務
省
・
文
部
科
学
省
・
農
林
水
産
省

な
ど
の
関
係
政
府
機
関
の
ほ
か
、
県
選

出
国
会
議
員
を
含
め
た
関
係
国
会
議
員

の
元
を
訪
れ
、
竹
島
の
領
有
権
及
び
周

辺
海
域
に
お
け
る
漁
業
秩
序
の
早
期
確

立
に
つ
い
て
要
望
書
を
手
渡
し
、
訴
え

て
き
ま
し
た
。

第
12
回
「
竹
島
の
日
」
記
念
式
典

　

２
月
22
日
は
、
島
根
県
が
条
例
で
定

め
た
「
竹
島
の
日
」
で
す
。

　

こ
の
日
に
合
わ
せ
、
島
根
県
、
島
根

県
議
会
、
竹
島
・
北
方
領
土
返
還
要
求

運
動
島
根
県
民
会
議
で
は
、
平
成
18
年

か
ら
毎
年
、
「
竹
島
の
日
」
記
念
式
典

及
び
竹
島
・
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

県
民
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
政
府
か
ら
務
台
俊
介
内

閣
府
大
臣
政
務
官
が
出
席
さ
れ
、
竹
島

問
題
解
決
へ
の
意
欲
が
示
さ
れ
た
ほ

か
、
竹
島
問
題
研
究
の
た
め
に
協
力
・

尽
力
さ
れ
た
方
々
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
隠
岐
の
島
町
か
ら
は
、
次
の

方
へ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

●
作
田
ア
イ
コ　

様
（
久
見
地
区
在
住
）

（
戦
前
の
竹
島
岩
海
苔
製
造
に
関
す
る

各
種
証
言
）

　

ま
た
、
式
典
に
先
立
ち
、
午
前
中
に

は
竹
島
領
土
権
確
立
島
根
県
議
会
議
員

連
盟
主
催
に
よ
る
『
竹
島
問
題
を
語
る

国
民
交
流
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

交
流
会
で
は
、
関
係
団
体
、
日
本
の

領
土
を
守
る
た
め
行
動
す
る
議
員
連
盟

（
会
長　

新
藤
義
孝
衆
議
院
議
員
）
の

国
会
議
員
に
よ
る
意
見
交
換
会
が
行
わ

れ
、
領
土
教
育
の
重
要
性
な
ど
、
竹
島

問
題
に
つ
い
て
様
々
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
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人口と世帯数
平成29年3月1日現在

人口 14,654（-19）人
7,061（-7）人
7,593（-12）人

7,156（-9）

男
女

世帯数 世
帯

内15歳未満1,687人〔11.5％〕
内65歳以上5,657人〔38.6％〕

増 転入20人出生7人その他0人
減 転出20人死亡26人その他0人
※括弧内は前月比

▼
今
年
度
も
残
す
と
こ
ろ
後
わ
ず
か

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
多
く
の

方
が
卒
業
や
入
学
、
就
職
な
ど
人
生

の
大
き
な
節
目
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
新
し
い
環
境
に
不
安

や
戸
惑
い
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
新
た
な
出
会
い
に
期
待
し
、
元

気
に
新
年
度
を
迎
え
ら
れ
る
と
い
い

で
す
ね
。▼
今
年
度
も
、
た
く
さ
ん
の

方
々
の
ご
協
力
の
も
と
、
１
年
間
無

事
に
広
報
「
隠
岐
の
島
」
を
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
▼
広
報

誌
の
取
材
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
楽
し
い

も
の
ば
か
り
で
、
充
実
し
た
時
間
を

過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
度

も
楽
し
い
紙
面
を
お
届
け
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
乞
う
ご
期

待
く
だ
さ
い
。（
Ｔ
・
Ｋ
）

隠岐の島町行事予定　　月4

年金相談　13:30～16:00（役場第一会議室）

町議会議員一般選挙投開票

隠岐国分寺蓮華会舞　13:00頃～（隠岐国分寺）

隠岐ジオパーク観光周遊バス運行開始（10月22日まで）

風呂の日

1 日 土

2 日 日

3 日 月

4 日 火

5 日 水

6 日 木

7 日 金

8 日 土

9 日 日

12 日 水

13 日 木

14 日 金

15 日 土

16 日 日

17 日 月

19 日 水

20 日 木

21 日 金

22 日 土

23 日 日

24 日 月

25 日 火

26 日 水

27 日 木

28 日 金

29 日 土

30 日 日  

納付金時間外窓口　17:15～19:00（役場税務課）10 日 月

11 日 火 町議会議員一般選挙告示

年金相談　9:00～11:30（役場第一会議室）　　　　　
人権相談　13:00～16:00（隠岐島文化会館）

18 火日

ローソク島遊覧船・八尾川かっぱ遊覧船運航開始（10月31日まで）
ローソク島遊覧船待合所開所 隠岐いぐり凧祭り 町指定無形民俗文化財

と　き／４月９日（日）
 午前10時～ 
ところ／隠岐の島町
 総合運動公園

と　き／４月21日（金）
 午後1時頃～ 
ところ／隠岐国分寺

投開票日／４月１６日（日）

投票時間　午前７時～午後６時（全投票所）
開票　　　午後８時～（役場ふれあいセンター）

■ お問い合わせ先：
　 隠岐の島町教育委員会　電話２－２１２６

■ お問い合わせ先：
　 隠岐の島町教育委員会　電話２－２１２６

隠岐国分寺蓮華会舞 国指定無形民俗文化財

隠岐の島町議会議員 一般選挙

■ お問い合わせ先：
　 隠岐の島町選挙管理委員会　電話２－２１１１


